
今
回
は
安
政
大
地
震
と
関
連
し
た

三
通
の
古
文
書（
史
料
１
～
３
）で
す
。

安
政
二
年（
一
八
五
五
）
十
月
二
日
の

夜
、
江
戸
を
中
心
に
大
地
震
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
被
害
は
甚
大
な
も
の

で
、
中
善
寺
村
の
領
主
廣
戸
家
の
屋

敷
も
被
災
し
ま
し
た
。

最
初
の
史
料
は
、
地
震
の
あ
っ
た

安
政
二
年
の
十
二
月
六
日
に
出
さ
れ

た
も
の
で
す

下
知
申
渡
（
史
料
１
）

一
、
此
度
地
震
ニ
而
御
住
居
向
皆
潰

之
上
被
成
御
類
焼
候
ニ
付
、
右
御
入

用
別
段
金
五
両
ニ
申
付
候
へ
ハ
、
被

得
其
意
厚
御
請
上
納
可
被
致
候
、
御

下
ヶ
金
之
儀
者
来
ル
辰
年
収
納
之
内

ニ
而
引
下
ヶ
可
請
依
而
下
知
申
渡
置

候
如
件
、

卯
十
二
月
六
日

廣
戸
半
十
郎
内
宮
内
武
平
（
印
）

中
善
寺
村

　

名
主　

善
左
衛
門（
以
下
略
）

す
な
わ
ち
、
廣
戸
半
十
郎
の
屋
敷

が
、
地
震
で
壊
滅
し
た
う
え
に
火
事

に
も
見
舞
わ
れ
て
し
ま
っ
た
た
め
、

そ
の
再
建
費
用
と
し
て
、
中
善
寺
村
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か
ら
特
別
に
金
五
両
を
上
納
す
る
内

容
の
命
令
書
で
す
。

次
に
紹
介
す
る
の
は
、
地
震
後
約

十
カ
月
た
っ
た
翌
安
政
三
年
八
月
の

史
料
で
す
。

申
付
之
覚
（
史
料
２
）

御
知
行
所
名
寄
帳
去
ル
卯
年
地
震

之
節
損
シ
候
付
見
分
ヶ
兼
候
、
右
ニ

付
写
替
申
付
旨
被
仰
渡
候
間
、
其
御

知
行
所
ニ
而
取
扱
候
名
寄
帳
高
反
別

字
訳
等
相
改
紙
者
西
之
内
堅
紙
認
メ

袋
綴
ニ
い
た
し
名
主
組
頭
百
姓
代
立

会
之
上
相
改
候
而
調
印
い
た
し
当
月

中
ニ
持
参
上
納
可
被
致
候
、
其
節
書

写
候
名
寄
帳
元
帳
と
も
持
参
い
た
し

為
引
合
可
申
候
、
此
段
申
達
可
候
間
、

被
得
其
意
右
認
メ
方
落
字
な
く
停マ

マ

嚀

ニ
拵
仕
立
差
出
可
申
此
段
申
達
候
、

以
上

八
月
十
七
日

廣
戸
半
十
郎
内
宮
本
武
平（
印
） 

　

名
主
代

年
寄　

久
我
善
左
衛
門
殿
（
以
下

略
）こ

れ
は
、
前
年
の
地
震
の
た
め
、

廣
戸
家
が
持
っ
て
い
た
中
善
寺
村
の

土
地
台
帳
で
あ
る
「
名
寄
帳
」
が
焼

失
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
中
善
寺
村

に
あ
る
控
を
元
に
再
提
出
す
る
よ
う

に
申
し
付
け
た
も
の
で
す
。

最
後
に
史
料
２
か
ら
約
二
ヵ
月
後

の
十
月
に
領
主
廣
戸
半
十
郎
よ
り
出

さ
れ
た
書
状
を
紹
介
し
ま
す
。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

（
史
料
３
）

一
筆
致
啓
上
候
、
追
而
寒
冷
相
増

候
得
共
弥
壱
同
御
無
異
罷
在
珍
重
致

候
、
自
分
壱
門
之
者
共
無
異
是
有
候
、

然
者
八
月
廿
五
日
夜
大
風
雨
ニ
而
田

畑
大
荒
之
由
今
使
申
越
候
趣
者
承
知

致
、
且
又
自
分
事
も
昨
年
地
震
之
節

皆
潰
之
上
類
焼
致
、
是
依
而
難
渋
右

之
趣
差
入
相
談
宜
敷
頼
入
申
候
、
水

附
難
渋
之
由
申
越
候
間
、
用
人
与
相

談
ニ
而
差
支
無
之
様
頼
入
申
候
義
も
、

御
隠
居
様　

者
名
主
方
頼
呉
候
様

度
々
申
越
候
間
何
分
相
頼
申
候
、
右

申
度
如
斯
御
座
候
以
上

辰
十
月
十
二
日
出
ス

　
　

廣
戸
半
十
郎
正
勝
（
花
押
）

名
主　

善
左
衛
門
殿
（
以
下
略
）

こ
の
書
状
は
、
中
善
寺
村
か
ら
、

風
雨
に
見
舞
わ
れ
田
畑
が
荒
れ
て
し

ま
っ
た
こ
と
の
報
告
に
対
す
る
返
書

で
す
が
、
廣
戸
家
が
、
震
災
の
被
害

か
ら
一
年
を
経
過
し
て
も
依
然
と
し

て
復
興
で
き
て
い
な
い
こ
と
が
書
か

れ
て
い
ま
す
。
江
戸
で
の
安
政
大
地

震
の
被
害
状
況
に
つ
い
て
は
、
研
究

が
あ
り
ま
す
が
、
震
災
後
の
復
旧
に

つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
も
、
こ

の
三
通
は
、
貴
重
な
も
の
と
い
え
ま

し
ょ
う
。

　
　

茂
原
市
文
化
財
審
議
会
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　

菅
根　

幸
裕

文
化
財
コ
ー
ナ
ー

中
善
寺
村
文
書
に
つ
い
て（
三
）

安
政
大
地
震
と

　
　
　
中
善
寺
村
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